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　〝
誰
が
生
徒
か
先
生
か
〞と
皆
で

仲
良
く
お
遊
戯
す
る
風
景
は
平

和
な
共
生・共
存・共
楽
の
姿
で
あ

る
。退
転
後
に
徳
島
県
シ
ル
バ
ー

大
学
の
講
師
と
し
て｢

め
だ
か
の

学
校｣

で
生
涯
学
習
を
共
々
に
す

る
。現
役
教
師
と
し
て｢

す
ず
め
の

学
校｣

で
鞭
を
振
り
ふ
り
教
育
し

た
こ
と
を
も
偲
び
な
が
ら
、元
気

が
一
番・有
言
実
行・言
訳
無
用
を

豪
語
し
て｢

先
生
と
後
生
が
同
時

代
に
生
き
る｣｢

四
五
〇
年
の
昔
と

今
、今
こ
の
時
に
生
き
る｣

と
し
て
、

陽
気
に
エ
イ
ッ
、エ
イ
ッ
、ウ
ォ
〜
と

勝
ち
鬨
を
高
ら
か
に
合
唱
す
る
。

半
世
紀
を
越
え
て
の
文
武
両
道
で

共
に
活
動
し
た
出
会
い
の
人
数
は

　

教
務
手
帳｢

エ
ン
マ
帳｣

三
七
冊
に

記
載
さ
れ
る
八
五
四
一
人
の
名
を

基
礎
に
現
在
も
一五
〇
〜
二
〇
〇

人
の｢
教
え
子｣

が
毎
年
に
増
え
る
。

あ
れ
こ
れ
の
会
合・講
演
な
ど
で
の

出
会
い
が
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

名
刺
フ
ァ
イ
ル
が
増
え
る
。お
陰

さ
ま
で
、と
感
謝
の
念
で一杯
。｢

宿

題｣

は
先
生
が
生
徒
に
出
す
の
が

常
識
と
さ
れ
る
が
、誰
が
生
徒
か

先
生
か
の
時
に
は
、そ
の
昔
の
生

徒
が
恩
師
に｢

宿
題｣

を
出
し
、そ

れ
に
応
え
て
共
々
に｢

無
知
の
知｣

を
楽
し
み
ル
ー
ツ・歴
史
探
究
の
お

も
し
ろ
さ
を
共
感
す
る
。盛
大
な

結
婚
披
露
宴
で｢

親
と
恩
師
は
永

遠
に
親
と
恩
師
や
で…

｣

と
説
き

な
が
ら
祝
福
し
、来
賓
と
の
笑
顔

の
写
真
を
後
日
に
新
郎
新
婦
が

　

届
け
て
く
れ
、十
項
目
の
質
問
が

宿
題
と
さ
れ
、そ
の
回
答
。

　

戦
国
天
下
人
三
好
長
慶・戦
国

三
好
一
族
が
阿
波・讃
岐・淡
路
を

本
拠
と
し
て
京
畿・堺
の｢

天
下｣

を
支
配
し
た
の
は
織
田
信
長
の
怒

涛
の
上
洛
の
直
前
二
〇
年
の
一
五

四
九
〜
六
八
年
で
あ
っ
た
。三
好

氏
の
天
下
支
配
に
代
わ
っ
て
、そ
の

天
下
を
支
配
す
る｢

天
下
布
武｣

の
旗
幟
を
信
長
が
掲
げ
る
。三
好

氏
の
威
勢
が
衰
亡
し
て
織
田
信

長・豊
臣
秀
吉
の
威
勢
が
隆
盛
し

て
時
代
が
変
わ
る
。信
長・秀
吉
の

下
で
台
頭
す
る
蜂
須
賀
正
勝・家

政
父
子
が
、土
佐
の
長
宗
我
部
元

親
勢
に
本
能
寺
の
変
後
に
制
圧

　

さ
れ
て
い
た
阿
波
に
入
国
す
る
。

四
国
平
定
の
た
め
に
豊
臣
秀
吉
軍

一
〇
万
が
現
在
の
本
四
架
橋
の
三

方
面
か
ら
天
正
十
三(

一五
八
五)

年

四
月
に
攻
め
入
り
、阿
波
を
主
戦

場
と
し
て
戦
わ
れ
、一
宮
城
攻
め
の

在
陣
の
ま
ま
に
蜂
須
賀
正
勝
が

四
国
国
分
け
に
よ
っ
て
阿
波
国
主

に
封
ぜ
ら
れ
る
。老
齢
の
故
を
も
っ

て
正
勝
が
辞
退
し
て
家
政
が
阿

波
国
主
に
封
ぜ
ら
れ
る
、そ
れ
が

六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。蜂
須
賀
小

六
正
勝
は
出
世
す
る
秀
吉
の
第
一

の
功
臣
と
し
て
播
州
龍
野
六
万
三

〇
〇
〇
石
の
大
名
に
最
初
に
封
ぜ

ら
れ
た
。姫
路
か
ら
の
黒
田
官
兵

衛
、備
前
か
ら
の
宇
喜
多
秀
家
隊

と
共
に
阿
波
に
出
陣
し
、長
宗
我

部
元
親
を
土
佐
一
国
の
安
堵
で
押

し
込
め
、三
好
氏
の
故
国
で
最
重

要
地
と
さ
れ
た
阿
波
が
蜂
須
賀

氏
に
与
え
ら
れ
た
、置
塩
領(

赤
松

則
房)

一
万
石
、毛
利
兵
橘
領
千
石

余
を
除
い
た
十
七
万
五
千
七
百
石
。

阿
波
で
信
長・秀
吉
の
織
豊
政
権

の
統
治
理
念
に
よ
る
天
正
検
地
・

兵
農
分
離
が
実
行
さ
れ
て
の｢

一円

支
配｣

が
行
わ
れ
る
。徳
島
城
築

城・城
下
町
形
成
が
行
わ
れ・細
川

　
　

・三
好
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
勝
瑞(

藍
住
町)

か
ら
統
治
の
中
心
が
渭

津
か
ら
改
名
さ
れ
た
徳
島
に
移
る
。

龍
野
六
万
石
か
ら
阿
波
十
八
万

石
の
三
倍
近
い
封
地
と
な
っ
た
蜂

須
賀
氏
が
故
郷
の
尾
張・封
地
の

播
磨
や
各
地
か
ら
の
人
々
や
細

川・三
好
氏
の
遺
臣
を
含
め
て
家

臣
団
が
編
成
さ
れ
、農
工
商
の
身

分
の
人
々
が
城
下
町
に
生
活
基
盤

を
形
成
す
る
。徳
島
城
を
中
心
に

一宮・撫
養・富
岡・脇・池
田・海
部・

川
島・板
西・仁
宇
が
九
城
と
さ
れ

て
要
地
と
さ
れ
た
。徳
島
城
下
町

形
成
が
周
辺
の
地
域
に
変
化
を

与
え
な
が
ら
形
成
さ
れ
、そ
の
城

下
町
形
成
に
小
松
島
の
地
が
重

要
な
補
完
的
な
役
割
を
果
し
て

郷
町
と
し
て
発
展
す
る
。そ
の
発

展
の
中
心
的
役
割
を
寺
澤
氏
一
族

が
果
た
す
。

　

蜂
須
賀
氏
家
臣
の
寺
澤
家
に

は『
阿
波
藩
翰
譜
』に
中
老
と
さ

れ
る
益
田
系
寺
澤
式
部
家(

五
〇

〇
石)

と
物
頭
と
さ
れ
る
青
山・梯

系
寺
澤
主
馬
家(

五
三
二
石)

が
あ

る
。式
部
家
は
蜂
須
賀
家
政
の
実

　

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関
係

←

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

野
崎
参
り

売
上
を
伸
ば
す
方
法

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定　

 

量　

 

目　

 

標

国

内

法

の

成

立

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

野崎小歌の歌碑

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き　

め

じ
ゃ 

ま 

な
か

う
る 
さ
ん

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一九
〇
）

文・出 

水　

康 

生

阿
波
寺
澤
氏
の
繁
栄
の
跡
を
探
求
す
る

一期
一会
の
出
会
い
の
不
思
議・お
み
ち
び
き・お
歓
び
の
宴

Monthly Topics

寺澤氏邸宅に隣接した一族墓所の
 ｢遠祖代々祖等親族奥都城｣石碑

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〞

謹
賀
新
年

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

め
だ
か
の
学
校

〝
あ
ん
た
が
大
将
〞し
っ
か
り

座元人｢魚屋寺沢の阿波藩札｣、最初の
延宝札(左から3枚目)と享保札

久米田合戦での三好実休戦歿地碑
       (岸和田市久米田)

野崎観音の｢野崎まいり｣

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

蜂
須
賀
氏
の
阿
波
入
国

パ
リ・ユ
ネ
ス
コ
日
本
館
に

｢

平
和
の
庭｣

せ
い 

し
ょ    

こ

き
よ 

ま
さ 

こ
う

『歴史街道』(2015.4)の抜刷

伝承の狩野栄川院典信の掛軸と天秤はかり

・・・

　　100余人の勝瑞武者行列参加者、

依代の赤大傘に思いを寄せる同志たち！

織田信長・豊臣秀次・京極髙次に
　　 継承された楽市楽座令

八幡堀の本町橋跡碑

琵琶湖の水運に連結する八幡堀の船着場

中田八幡宮に寄進された永代常夜燈、

藍商寺澤市兵衛の名を刻む

飯盛山城跡

蜂
須
賀
氏
家
臣
の
寺
澤
氏

大正期までの寺澤氏邸宅(小松島市横須)

現代の寺澤氏邸宅跡

寺澤家の｢入子菱｣の家紋風呂敷
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←

成

功

す

る

起

業

家

※

最　
　

後　
　

に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

虫
明
迫
門
の
曙

京
都
の
枯
山
水
庭
園
の

青
石
は一宮
船
戸
谷
川
か
ら
？

母
マ
ツ(

大
匠
院)

の
兄
の
益
田
内

膳
正
正
忠
の
長
女
が
益
田
蔵
人

正
信
に
嫁
い
で
生
ま
れ
た
寺
沢
式

部
正
質
を
初
代
と
す
る
。正
忠
は

蜂
須
賀
氏
の
阿
波
入
国
で
家
臣

団
編
成
の
時
に
尾
張
か
ら
阿
波
に

来
て
撫
養
城
主
と
な
っ
て
家
政
を

助
け
る
。た
だ
正
忠
の
弟
の
益
田
一

正
の
子
の
益
田
豊
後
長
行
が
海

部
城
代
で
あ
っ
た
時
に
、海
部
分

藩
の｢

益
田
豊
後
事
件｣

を
起
こ

し
て
幕
府
裁
定
の
大
事
件
と
な

り
、益
田
長
行
父
子
ら
が
処
罰
さ

れ
た
こ
と
で
益
田
氏
の
一
族
が
藩

主
命
で
改
名
し
て
寺
澤
氏
や
仁

尾
氏
を
名
乗
っ
た
。物
頭
の
寺
澤

主
馬
家
は
元
は
青
山
平
右
衛
門

雄
継
を
初
代
と
し
、家
政
が
関
ケ

原
合
戦
の
時
に
高
野
山
に
登
っ
た

時
の
身
付
衆
十
二
人
の一人
で
あ
っ

た
。武
略
に
長
け
て
城
攻
め
の
時

に
橋
を
架
け
た
功
で
小
六
正
勝
か

ら
梯
の
姓
を
も
ら
っ
て
い
た
。そ
の

後
に
幕
府
の
要
人
の
寺
澤
越
中

守
が
阿
波
国
視
察
に
来
た
時
の

饗
応
役
を
勤
め
て
、そ
の
寺
澤
氏

を
拝
領
し
て
青
山・梯
姓
か
ら
寺

　

澤
姓
を
名
乗
っ
た
。な
お
こ
の
他
に

『
阿
波
藩
士
譜
』に
寺
澤
藤
大
夫(

三
五
〇
石)

、寺
澤
仁
助(

一
五
〇

石)

、寺
澤
長
右
衛
門(

十
二
人
扶

持
一七
石)

が
記
録
さ
れ
る
。

　

阿
波
藩
札(

銀
札)

が
延
宝
八(

一

六)

年
に
発
行
さ
れ
た
。吉
野
川
平

野
で
阿
波
藍
が
大
量
生
産
さ
れ
、

そ
れ
を
木
綿
布
の
普
及
に
よ
っ
て

そ
の
染
料
と
し
て
全
国
津
々
浦
々

の
紺
屋
に
阿
波
藍
商
人
が
供
給

し
て｢
阿
波
の
藍
か
藍
の
阿
波
か｣

と
鴎
歌
さ
れ
た
。阿
波
藍
商
人
の

全
国
的
な
活
動
が
阿
波
藩
札
の

価
値
を
支
え
、他
藩
の
も
の
よ
り

高
価
値
を
維
持
し
て
明
治
維
新

の｢

新
貨
条
例｣

に
よ
る
貨
幣
改

革
ま
で
流
通
し
た
。金・銀・銭
の

本
位
貨
幣
の
補
助
貨
幣
と
し
て
、

藩
財
政
の
窮
乏
救
済
の
目
的
と

共
に
貨
幣
経
済
の
普
及
と
そ
の
規

模
拡
大
の
需
要
に
応
え
る
も
の
と

し
て
大
量
に
発
行
さ
れ
流
通
す
る
。

　

阿
波
藩
札
の
座
本
人(

札
元・藩

札
引
受
人)

に
魚
屋・寺
澤
の
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　

と
信
用
維

　
　
　
　
　
　
　
　

持
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　

度
に
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
。座

　
　
　
　
　
　
　
　

本
は
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
銀
札

場
の
引
受
人
と
し
て
藩
札
及
び
金

銀
の
出
納
責
任
者
で
、藩
財
政・貨

幣
政
策
を
代
行
し
、な
お
そ
の
流

通・信
用
維
持
保
障
を
図
る
重
要

な
存
在
で
あ
っ
た
。魚
屋
長
左
衛

門
は
堺
の
千
家
の一
族
で
千
利
休

が
納
屋
衆
と
し
て
魚
屋
を
名
乗
っ

た
。家
政
が
高
野
山
に
登
る
時
に

剃
髪
し
て
蓬
庵
を
名
乗
っ
た
堺
の

千
道
通
家
が
阿
波
千
家
と
し
て

徳
島
城
下
に
移
住
し
て
初
期
豪

商
と
な
る
。千
利
休
と
三
好
長
慶

は
大
永
二(

一五
二
二)

年
の
同
年
生

ま
れ
で
終
の
住
処
を
京
の
大
徳
寺

聚
光
院・堺
の
南
宋
寺
と
し
、正
室

は
長
慶
ら
の
姉
妹
と
さ
れ
る
。魚

屋
長
左
衛
門
の
跡
を
示
す
五
輪

墓
碑
が
眉
山
の
麓
の
瑞
厳
寺
に
現

存
す
る
。

　

寺
澤
六
右
衛
門
も
魚
屋
長
左

衛
門
と
共
に
蜂
須
賀
家
政
と
密

接
な
関
係
を
持
っ
た
。そ
の
こ
と
が

阿
波
藩
の
最
初
の
阿
波
国
史
で

赤
堀
良
亮
が
編
述
し
て
十
八
世

紀
中
期
に
刊
行
さ
れ
た『
阿
府

志
』の
巻
二
九
に
伝
承
し
た
史
料

の
収
録
と
共
に
賞
賛
さ
れ
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。赤
堀
良
亮
の
評
定

と
し
て｢

按
ず
る
に
寺
澤
氏
の一人

の
力
に
依
て
小
松
島
浦
寺
社
共

千
軒
余
を
改
起
し
其
余
御
代
々へ

の
勤
功
は
尤
も
良
民
と
謂
う
べ
き

か
な｣

と
す
る
。ま
た
寺
澤
氏
の

根
源
に
つ
い
て｢

良
民
、勝
浦
郡
小

松
島
住
人
寺
澤
氏
は
根
元
播
州

高
砂
の
神
官
と
も
言
う
。天
正
慶

長
の
頃
上
の
御
跡
を
慕
い
て
来
り

手
束
の
氏
を
改
め
寺
澤
四
郎
右

衛
門
同
姓
に
仰
せ
付
け
ら
れ
、右

家
に
伝
わ
る
所
の
御
書
並
に
御
記

文
写｣

と
し
て
克
明
な
史
料
が
収

録
さ
れ
る
。そ
れ
に
よ
る
と
徳
島

城
下
の
新
町
に
居
住
し
て
六
右
衛

門
小
路
の
名
を
残
し
て一
族
が
居

住
し
て
商
業
活
動
を
行
う
。本
家

の
寺
澤
六
右
衛
門・六
左
衛
門
は

郷
町
小
松
島
形
成
の
主
役
と
し

て
横
須
の
地
に
邸
宅
を
構
え
て
、

寺
澤
姓
十
一人
、森
姓
三
人
、手
束

姓
四
人
、湯
村
姓
一
人
、井
上
姓
四

人
田
中
姓
二
人
の
総
計
三
二
人
が

寺
澤
六
右
衛
門
の
親
子
兄
妹
甥

と
し
て
長
谷
川
越
前
よ
り｢

刀
脇

指
御
免
絹
布
着
用
御
免｣

の
特
権

が
与
え
ら
れ
、山
内
松
軒
と
共
に

小
松
島
の
地
の
代
官
を
勤
め
、勝

浦
川・那
賀
川
筋
の
木
材
な
ど
産

物
の｢

五
分
一
所｣

の
管
理
を
し
て

蓄
財
し
て
富
豪
と
な
っ
た
。蓬
庵

を
称
す
る
家
政
が
豊
国
神
社・豊

林
寺
を
大
坂
冬
の
陣
直
前
に
建

立
し
て
小
松
島
に
居
住
し
た
こ
と

で
地
蔵
寺
へ
往
来
し
て
寺
澤
六
右

衛
門
ら
と
交
流
し
、六
右
衛
門
は

家
政
の
葬
儀
の
時
に
剃
髪
し
て
宗

斎
を
名
乗
り
、地
蔵
寺
の
過
去
帳

に
慶
安
三(

一六
五
〇)

年
十
二
月
二

三
日
の
死
亡
で
貨
傑
宗
斎
禅
定

門
の
法
名
が
記
録
さ
れ
る
。横
須

の
百
間
と
二
百
間
の
土
地
が
与
え

ら
れ
横
須
の
松
原
を
、そ
の
延
長

に
多
田
家
が
植
林
し
て
小
松
島

松
原
を
形
成
し
、そ
の
復
元
を
筆

者
が
一
九
九
九
年
に
し
て
写
真
の

よ
う
な
現
状
と
な
って
い
る
。寺
澤

氏
が
蜂
須
賀
家
政
以
来
の
歴
代

の
殿
様
と
親
交
を
結
び
、特
権
的

な
地
位
の
豪
商
と
し
て
京・江
戸

で
の
銀
子
調
達
を
し
、そ
の
財
力

と
名
望
に
よ
っ
て
阿
波
藩
札
の
座

本
人
と
な
る
。そ
し
て
六
左
衛
門

を
祖
と
し
て
島
屋
久
兵
衛
の
屋

号
で
寺
澤
市
兵
衛
が
阿
波
藍
関

東
売
仲
間
と
し
て
播
磨
屋
九
兵

衛
の
松
浦
家
と
共
存
し
て
江
戸

店
を
持
ち
上
野
高
崎
を
売
場
と

し
て
い
た
。そ
の
跡
が
八
幡
社
の
永

代
常
夜
燈
に
刻
ま
れ
て
い
る
。明

治
十
六
年
の｢

阿
波
長
者
番
付｣

に

寺
澤
六
郎
が
頭
取
、寺
澤
市
郎
が

世
話
人
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
由
縁
を
持
っ
た
寺
澤
氏

が
木
材
を
扱
う｢

寺
澤
木
材｣

と
し

て
、安
宅
水
軍
の
船
大
工
の
技
法

を
伝
承
し
た
鏡
台・仏
壇
製
造
の

地
場
産
業
を
支
え
、常
三
島
か
ら

昭
和
四
十
七
年
に
津
田
木
工
団

地
に
移
り
、平
成
三
年
に
寺
澤
木

材
か
ら
㈱
マ
テ
リ
ア
に
商
号
変
更

し
、平
成
六
年
か
ら
沖
洲
マ
リ
ン
ピ

ア
で
営
業
す
る
、代
表
取
締
役
社

長
寺
澤
基
博
、息
子
の
専
務
取
締

役
寺
澤
毅
さ
ん
が
十
六
代
目
、社

長
夫
人
が
寺
澤
恵
子
さ
ん
、専
務

夫
人
が
新
婦
の
ひ
か
る
さ
ん
。

か
け
は
し

為
三
三
好
因
幡
守
一任

今
に
し
て
ハン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

い
く
さ

く
み

し
ん
ち
ょ
う

む
し
あ
け 

せ  

と

だ
い
と
う・三
好
長
慶
会

阿
波
藩
札
座
本
人
寺
澤
氏

し

竹
久
夢
二
の
生
家

中
村
一氏
、近
江
水
口
へ

寺澤・多田家の植林した小松島松原を
復元の現状と弁天島

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

周山城と阿迦之宮の説明板

三好越後守家系図前書(部分)

せ
い 

し
ょ    

こ

中
富
川
合
戦
で
鈴
江
新
兵
衛

久
光
の
戦
死

｢鎧切海部｣の刃紋を見る

大東・三好長慶会創立記念講演会

最後に勝鬨のエイッ・エイッ・ウオ～！

大東市役所ロビーに展示される甲冑

 特製甲冑製作者の秋田忠昭さん(左)
大東市長東坂浩一さん(中)と筆者(右)

と
と

現代に営業する｢マテリア｣と寺澤毅専務

新郎・新婦を中心に来賓の面々


